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経済活動に関する基礎資料集 

 

 ※第２次島田市総合計画後期基本計画策定に伴う 

  基礎資料集（分析資料）から抜粋 
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１．人口の状況について 

1) 人口の推移 

住民基本台帳を基にした「島田市の人口・世帯」によると、平成23年から人口は減少傾

向にあり、毎年500人前後の減少がみられます。 

性別ごとにみると、男女ほぼ同じ幅で減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 世帯数と一世帯当たり人数 

市内では人口減少している一方、世帯数は年々増加しています。また、一世帯当たり人

数は年々減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※各年12月31日現在 

 資料：島田市市民課「島田市の人口・世帯」 

※各年12月31日現在 

 資料：島田市市民課「島田市の人口・世帯」 

(人) (人) 

(人) 
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② 年齢別人口 

人口ピラミッドは年少人口が少なく高齢人口が多い「つぼ型」で、かつ参考に掲載した平

成27年の状況と比較すると少子高齢化が進んでいることがわかります。 

年齢別にみると、男女共に70～74歳の人口が最も多くなっています。また、０～４歳、20

～29歳人口が全体と比較して少なく、子どもや若い世代が減少していますが、30歳～39歳の

人口が増えていることから、子育て世代の流入があることが見えてきます。 

男女別にみると、年少人口～生産年齢人口まではほとんどの年代で男性の人数が女性の人

数を上回っています。65歳以上の高齢人口になると、ほぼ全ての年代で女性の人数が男性の

人数を上回り、75歳以上では女性の人数が男性の約1.5倍となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

資料：島田市市民課「島田市の人口・世帯」 

◆令和２年12月末現在年齢別人口 

(人) 

(人) 

(人) 

(人) 
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※参考資料 島田市まち・ひと・しごと創生人口ビジョンの予測と目標 

 ●国勢調査に基づき、国立社会保障・人口問題研究所が推計した島田市の人口予測 

 

 ●島田市まち・ひと・しごと創生人口ビジョンによる人口目標 
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【2060 年の目標人口…８万人】 

 若い世代の就労・出産・子育ての希望を実現し、合計特殊出生率を2040年（令和22年）

に2.07、社会移動を2020年ごろに均衡させ、更なる合計特殊出生率や転入超過、長寿によ

る人口増加をめざして、2060年の目標人口を「８万人」とする。 
 

※出典 島田市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（令和元年度改訂版） 

 

 

 

※出典 国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30年）推計」 
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 ２．地域産業に関する状況 

 

① まちの活力 

 
●就業者数から全体的には減少傾向にあり、特に第２次産業に関わる

従業者の減少が強く表れています。 

●工業については、平成20年と比較して事業所数、従業者数が減少し

ているものの、製造品出荷額等が回復し１事業者当たりあるいは１

従業者当たりの製造品出荷額等は10年前に比べて増加しています。 

●商業は工業と同様、１事業者当たりあるいは１従業者当たりの年間

販売額が大きく増加しています。特に、卸売業１事業者当たりの平

成28年の状況は、14年前に比べて1.5倍程度伸びています。 

●年間200万人～300万人程度の観光・レクリエーション客数がありま

したが、総じて減少し平成30年度は200万人を下回りました。 

●農家数は年々減少傾向にあり、現在は25年前の４割以下になってい

ますが、内訳では専業農家数が増えています。 

 

 

①まちの活力 

1) 産業別就業者 

 国勢調査によると、平成27年10月１日現在の就業者数は51,219人で、産業大分類別に見

ると第３次産業就業者が最も多く、全就業者の56.0％にあたる28,705人となっています。 

 就業者数の内訳として、第３次産業の伸びと比較し、第１次産業と第２次産業は減少が

続いています。 

 

 

  

※各年10月１日現在 資料：国勢調査 

(人) 
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2) 工業 

工業統計調査によると、平成30年時点の事業所数は315か所、従業者数は11,335人、製

造品出荷額等は3,621億8,571万円となっています。 

平成20年時の値を1.00として、各年の推移を比較してみると、事業所数及び従業者数は

減少傾向にありますが、製造品出荷額等については回復傾向に向かっており、１事業所当

たり製造品出荷額、１従業者当たり製造品出荷額は増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■工業の状況 

 

  

※平成23年以外は各年12月31日現在 

※平成23年は、平成24年２月１日に実施した「経済センサス－活動調査」の製造業に関する調査事項にて把握 

※平成27年は、平成28年６月１日現在で実施した「平成 28年経済センサス‐活動調査」の結果にて把握 

 資料：経済産業省「工業統計調査」 
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3) 商業 

＜卸売業＞ 

商業統計調査によると、平成28年時点の卸売業に関する事業所数は165事務所、従業者数

は1,032人、年間販売額は約608億1,600万円となっています。 

平成14年との比較では、１事業所当たり年間販売額及び１従業員当たりの年間販売数

は、大きく伸びています。一方、事業所数と従業者数についてみると平成14年度以降低下

しており、コストを重視した事業効率性の向上が図られていることが要因として挙げられ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■商業の状況（卸売業）（実数 人・万円） 

 

 

 

  

※各年７月１日現在 

※平成 16年は簡易調査 

 資料：経済産業省「商業統計調査」 
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＜小売業＞ 

平成28年時点の小売業に関する事務所数は770事務所、従業者数は4,912人、年間販売額

は963億5,800万円となっています。 

平成14年と比べると、１事業所当たりの年間販売額及び１従業者当たりの年間販売額は、

業務効率化などの要因により増加を続けています。一方で、事務所数及び従業者数は平成

14年以降、平成26年までの調査結果においていずれも数値を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■商業の状況（小売業）（実数 人・万円） 

 

 

 

 

 

 

 

  
※各年７月１日現在 

※平成16年は簡易調査 

 資料：経済産業省「商業統計調査」 
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4) 観光 

島田市における観光レクリエーション客数の状況について見ると減少に転じていますが、

宿泊客数は伸びています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：静岡県観光交流の動向（令和元年度） 

(人) 

(人) 
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5) 農業 

農林業センサスによると、平成27年時点の農家数は1,748戸となっています。 

平成27年時点の専業・兼業別の内訳では、第２種兼業農家数が810戸で最も多くなってい

ますが、平成７年（2,693戸）から約70％減少しています。 

一方で、平成７年以降減少傾向にあった専業農家数は平成22年に増加に転じ、平成27年

は平成２年の数値を超えています。 

 

 

 

 

  

※各年２月１日現在 

 資料：農林水産省「農林業センサス」、島田市統計書 
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３．地域産業に関する県内他市との比較 

静岡県内市部における「島田市の位置（順位）」を確認します。 

 

② 産業関連 ●県内他市と比較して第２次産業事務所数や第２次産業従業者数が多

くなっています。 

●製造品出荷額等及び従業者１人あたり年間商品販売額を見ると、県

内23市の中では、あまり高い水準にありません。 

 

② 産業関連指標 

「第２次産業事務所数」及び「第３次産業事務所数」の対総事務所数比は、それぞれ

26.3％（県内23市中５番目）、73.5％（県内23市中17番目）となっています。「第２次産業

従業者数」及び「第３次産業従業者数」の対総従業者数比はそれぞれ36.2％（県内23市中10

番目）、63.4% （県内23市中14番目）となっています。以上のことからも、島田市は県内で

も比較的第２次産業が多い都市であるといえます。 

「製造品出荷額等」は346,728百万円で、県内23市中15番目と、県内の市ではやや下位にあ

ります。「従業者１人あたり年間商品販売額」は26.4百万円／人と県平均（37.4百万円／人）

を11.0百万円／人下回っています。県内23市で最も高いのは裾野市の117.0百万円／人で、

島田市の4.4倍となっています。 

 

■事業所数に関する県内他市との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  資料：総務省統計局「統計でみる市区町村のすがた2020」（令和２年９月） 
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■従業者数に関する県内他市との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■商業に関する県内他市との比較 

 

  

資料：総務省統計局「統計でみる市区町村のすがた 2016」（平成 28年度） 

資料：総務省統計局「統計でみる市区町村のすがた2020」（令和２年９月） 
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■就業者に関する県内他市との比較 

 

 

  

資料：総務省統計局「統計でみる市区町村のすがた2020」（令和２年９月） 
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４．まちづくり課題の整理 

③（地域経済を力強くリードするまちづくり） 

【当該分野に含む事項】 

○地域経済 ○工業 ○商業 ○農業・林業 ○観光 

 

＜地域経済＞ 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響で市内経済は停滞し、特に飲食業、宿泊業、観光業

は大きな打撃を受けています。 

・コロナ禍を機にテレワークやワーケーションなど多様な働き方が推進されています。 

 また、市内の商店などでもキャッシュレス決済が普及し始めています。 

・首都圏企業が本社移転を進めるなど地方志向の高まりを契機に、サテライトオフィスやコ

ワーキングスベースの設置が求められています。 

 

＜工業＞ 

・製造品出荷額等や事務所数、従業者数は年々減少傾向にある一方、１事務所当たりの製造

品出荷額及び１従業者当たりの製造品出荷額等は増加しており、各事業所や従業者自身の

技術力や生産効率性の向上が見られています。 

・市内に高速道路ＩＣと空港を有していることから、輸送面での強みを生かした産業振興や

「ふじのくにフロンティア推進区域」への企業誘致の取り組みが重要です。 

・県内他市と比較すると、比較的第２次産業の事務所数及び就業者数が多くなっていますが、

その数は減少傾向にあることから、引き続き雇用拡大や人材育成などの産業基盤の強化に

取り組む必要があります。 

 

＜商業＞ 

・市内卸売業と小売業の事務所数及び従業者数は減少傾向にありますが、卸売業、小売業と

もに１事業者当たりの年間販売額及び１従業者当たり年間販売額は増加しています。 

・多様な地域資源を活用した商品開発のほか、販路拡大や業務連携等を促進する必要があり

ます。 

・中心市街地では定住人口の減少や商店の廃業などにより空き家、空き店舗が増加していま

す。公共空間の新たな活用やリノベーションなど既存ストックの有効活用による、にぎわ

いの創出が求められています。 

 

＜農業・林業＞ 

・高齢化や廃業により担い手が不足し、耕作放棄地が増えています。 

・市内農家総数は最近 25 年で６割以上減少しています。特に市の基幹産業であるお茶は、国

内価格の低迷により生産量及び販売額ともに大幅に減少しています。 

・農地の集約や基盤整備により、生産性・収益性の高い農業者を育てる必要があります。ま

た、農作物の販売方法や加工方法を工夫し、名産品として市内外に発信できるような魅力

づくりを行うことも重要です。 



【資料３】 

 

・林業従事者の減少とともに山林管理が不十分になり、木材の質の低下や土砂災害の発生が

懸念されます。今後も林業従事者の維持・確保に努めるとともに、山林保全への意識向上

に向けたさらなる取組が求められます。 

 

＜観光＞ 

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、他県との往来の自粛や、富士山静岡空港における

国際線の運休など、国内外からの観光誘客が難しい状況となり、観光に関わる産業が大きな

打撃を受けています。 

・本市は固有の歴史・文化資源や特色ある催事、豊かな自然環境に由来する体験など、多様な

地域資源・観光資源を抱えていますが、これらを継続的な消費に繋げる仕組みが構築できて

いません。 

・令和２年度内に策定予定の観光戦略プランに基づき、ターゲットを意識した観光資源のプロ

モーションと商品化、そして流通を促進するため、地域を観光地として経営する推進体制を

形成していく必要があります。 

・大井川流域を軸とした観光振興を図るため、開設した TOURIST INFORMATIONおおいなびを拠

点活用していく必要があります。 

・かわまちづくり支援制度・ミズベリングを活用し、島田市を代表する観光資源である「蓬莱

橋」の両岸を一体的に整備することで施設の利便性を高めるとともに、さらなる魅力の創出

と結びつきを強化し、拠点性を向上させる必要があります。 

・今後の集客イベント等においては、感染症対策を徹底した新たな開催方法を確立させる必要

があります。 

 


